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【講義１】はじめての古典籍 付）書誌用語概説

神作 研一
か ん さ く

はじめに

古典籍とは何か―。

この講義では、古典籍を扱う際の「総論」として、「古典籍」なる術語（テクニカルターム）

の確認／書誌学という学問／写本と刊本の特徴／目録のあり方／書誌記述の方法／書誌著録の

際の工具書および主要参考文献の紹介を行う。

さらに基本的な書誌用語の概説を添え、合わせて現物を確認することで、【講義２】以降で展

開される「各論」の導入的役割を果たすものである。

デジタル全盛の現代とは異なって、〈古典〉の場合、世界は書物の中にのみ存在する。翻って、

〈いま〉をより豊かに、深く楽しく、何よりいっそう知的に生きてゆくためには、〈古典〉を存

分に享受することが望ましい。『解体新書』（安永３年〈１７７４〉刊）や『塵劫記』（寛永１１
じんこう き

年〈１６３４〉刊）を挙げるまでもなく、〈古典〉はいわゆる文学だけでなく、既存の学問のあ

らゆる領域に存在している。その事実を重く受け止め、役に立つかどうかという貧弱なモノサ

シに頼らない、現世を生き抜くチカラを古典籍から感じ取って欲しい。

いまを生きる〈現代人〉のひとりとして、私もまた皆さんとともに、〈古典の楽しみ〉をカラ

ダごと味わいたいと願っている。

１．古典籍というコトバ

「古典籍」と似たコトバとして「和本」「和書」「和古書」「国書」「典籍」などがある。それ

らの語の意味を『日本国語大辞典』（第二版）（小学館）で確認した上で、『日本古典籍書誌学辞

典』（岩波書店）に基づいて「古典籍」なる術語の意味を理解する。

◆『日本国語大辞典（第二版）』（小学館）

◯和 本…①漢学に対して和学に関する本。

②唐本や洋本に対し、日本で作られ、日本風に装丁した本。和綴の本。また、
とうほん

日本で板をおこした本。和書。

◯和 書…①漢籍・仏典・唐本や洋書に対して、日本の書物。また、日本語で書いた書物。

国書。

②洋装本に対し、和綴の書物。

◯和古書…未立項。

◯典 籍…（和書・漢籍・仏典など）書物。書籍。てんじゃく。

◯古典籍…未立項。
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◆『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、１９９９）

◯古典籍…古い書物の中で、特に内容・形態ともに優れているものをいう。しかし、典籍

の用法同様、美術品的価値から、時代区分を含んだ学術的評価の用語に推移し

てきており、わが国の場合、室町時代以前の書籍を江戸時代以降のものと区分

して用いたり、江戸末期以前の写本・版本全体を明治以降のものと区分して用

いる場合も出てきている。（後略） （執筆 松野陽一）

２．書誌学とは何か Bibliography

【定 義】書誌学を「書物を対象とした科学的、文化史的な研究」と規定する。

◯くらべる学問である。

◯術語によって記述する。

◯何が何であるか。

【分 類】（書物の内容による分類ではなくて）「書物それ自体の生成過程による分類」に従っ

て、「写本」と「刊本」に大別する。

＊ただし、刊・写の境界は微妙。

（例）取り合わせ本、補写、丹緑本、刊写本、抄物などの書き入れ本…。
たんろくぼん かんしやほん しようもの

３．写本と刊本

写本と刊本それぞれの特徴を（図示された展開図をもとに）理解する。

【写 本】◯原則としてタテに連鎖する。

◯無意識による誤写／意識的な改編 →１つとして同じ本は存在しない。

◯ゆえに、諸本を系統立てることがまず何よりも重要。

◯本文が流動する →異文・異本の発生率、高し。

◯奥書の批判的読解に基づく、書写年次の確定（推定）が大切。
おくがき

◯読者の絶対数は少ない。

◯外形的な諸要素（大きさや表紙の色など）は用をなさず、重要なのはあくまでも

「本文」。 →巻頭／「本奥書」か「書写奥書」か
ほんおくがき しよしやおくがき

【刊 本】◯原則としてヨコに広く展開する。

◯刊本ゆえに同じ本は存在しないと思われがちだが、実際には入れ木による修訂や
い き

版元の交替なども少なくない。 →刊・印・修の見極めが重要。
かん いん しゆう

◯刊記の批判的読解に基づく、刊年の確定（推定）が大切。
かん き

◯読者の絶対数が多い。

◯外形的な諸要素（書型や表紙の文様・色など）が内容を規定する傾向が強い。
しよけい

→未整理の古典籍は、本の大きさによって山分けすると、おおよそのジャンル

に分類される。
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４．棒目録と解題目録―理想の目録を目指す―

棒目録と解題目録、それぞれの長所と短所を確認した上で、理想の目録のあり方を考える。

【棒目録】（例）『改訂内閣文庫国書分類目録』（国立公文書館内閣文庫編刊、１９７６）

◯簡潔である＝少ない面積（スペース）で、大量の点数を収載できる。

◯見やすい。

▽１点当たりの情報量が少ない。

→分析を経た結果の、凝縮された内容を有していなければならない。

→データの生死は、目録編纂の「方針」（凡例）に左右される。

【解題目録】（例）『お茶の水図書館蔵新修成簣堂文庫善本書目』（川瀬一馬編、１９９２）
せい き どう

『中京大学図書館蔵国書善本解題』（長谷川端編、１９９５）
ただし

◯１点当たりの情報量が多い。

▽長い＝厖大な紙幅を必要とするため、出版には不向き。

【理想の目録】＝分析された棒目録と、正確に記述された書誌解題を合わせ持った目録。

（例）林望・コーニツキ編『ケンブリッジ大学所蔵和漢古書総合目録』（八木書店、１９９０）
のぞむ

神作研一編『金城学院大学図書館所蔵日本古典籍分類目録』（金城学院大学、２００２）

海野圭介・小川剛生・落合博志・神作研一編「国文学研究資料館所蔵松野陽一文庫分類目
うん の たけ お

録」（浅田徹ほか編『和歌史の中世から近世へ』所収、花鳥社、２０２０）

★デジタル時代の目録記述のあり方はどうあるべきか…刊写の別・重さ・大きさ・書入など。

５．書誌記述の方法

「書誌事項」と「解題事項」から成る、書誌記述の方法を学ぶ。＊推定は〔 〕で。

【書誌事項】書名 巻数 編著者（画者）名 請求番号

書写年（書写者）／刊・印・修年（版元所在地・版元名） 書型 冊数

【解題事項】大きさ（タテ×ヨコ）

①表紙（題簽を含む）
だいせん

②見返し

③前付け（序・凡例・目録…）

④本文巻頭内題

⑤構成／版式（行・字・匡郭・版心・柱刻・訓点・丁数・絵…）
はんしき きようかく はんしん ちゆうこく

⑥尾題

⑦後ろ付け（跋・後記…）

⑧奥書・識語／刊記・奥付
しき ご おくづけ

⑨その他の特記事項（印記・旧蔵者・書き入れ・広告など）

＊備考…現物を見ながら、気づいたことどもを忘れずにメモする。
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６．書誌著録の際の工具書

◎『古典籍研究ガイダンス王朝文学をよむために』（国文学研究資料館編、笠間書院、２０１２）

「書誌学の手引き―本をみる・さがす前に」

「奥書・識語」日下幸男

「刊記―歌書の刊・印・修」神作研一

「マイクロ資料・デジタル画像の活用」齋藤真麻理
ま お り

「複製本・影印本の活用」海野圭介

「翻刻と校訂」小林健二

「古典籍の原本を見る」落合博志

◎「〈シンポジウム〉奥書・識語をめぐる諸問題」田中登・牧野和夫・武井和人・新藤協三

（『調査研究報告』１７号、国文学研究資料館文献資料部、１９９６・３）

◎「〈シンポジウム〉刊記をめぐる諸問題」飯倉洋一・市古夏生・石川了・鈴木淳
なつ お

（『調査研究報告』１６号、国文学研究資料館文献資料部、１９９５・３）

◎『和書のさまざま』（国文学研究資料館通常展示リーフレット、２０１８）

＊国文学研究資料館学術情報リポジトリ。

https://kokubunken.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_
detail&item_id=3738&item_no=1&page_id=13&block_id=21

◯『日本色名大鑑』（上村六郎・山崎勝弘著、甲鳥書林、１９４３。染織と生活社１９７６復刻）

◯『色の手帖』（尚学図書編、小学館、１９８６）

◯『文様の手帖』（尚学図書編、小学館、１９８７）

◯「表紙模様集成」（小川剛生・中野真麻理編、『調査研究報告』２５号、国文学研究資料館調

査収集事業部、２００４・１１）

◯『増訂 新編蔵書印譜』全３冊（日本書誌学大系、青裳堂書店、２０１３－１４）

◯『新編蔵書印譜』（日本書誌学大系、青裳堂書店、２００１）

◯『蔵書印提要』（日本書誌学大系、青裳堂書店、１９８５）

◯『形でひく篆楷字典』（丘襄二編、マール社、１９８３）

◯『東方年表』大字版（平楽寺書店、１９９６）

◯『字典かな 写本をよむ楽しみ』新装版（笠間書院、２００３）

◯『五体字類』増補机上版（西東書房、２００４）

◯『くずし字辞典』（思文閣出版、２０００）

◯『アプリで学ぶくずし字 くずし字学習支援アプリKuLAの使い方』（飯倉洋一編、笠間書院、

２０１７）

◯『異体文字集』（静岡県富士郡芝川町郷土史研究会編刊、１９７３。エース出版２０２０復刻）

◯『書の和紙譜』全２冊（竹田悦堂著、雄山閣出版、１９９６）

◯『繊維判定用 和紙見本帳』（紙の温度）＊名古屋熱田
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７．古典籍を楽しむために―主要参考文献案内―

【目録学】

◯倉石武四郎『目録学』（汲古書院、１９７９）

◯長沢規矩也『図解古書目録法』（汲古書院、１９７４）
き く や

◯ 同 『新編和漢古書目録法』（汲古書院、１９７９）

◯ 同 『新編和漢古書分類法』（汲古書院、１９８０）

◯国文学研究資料館分類研究会編『日本古典籍分類表〈試案〉』（国文学研究資料館、２００８）

【書誌学】

◎井上宗雄ほか編『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、１９９９）

◎堀川貴司『書誌学入門 古典籍を見る・知る・読む』（勉誠出版、２０１０）

◎山岸徳平『書誌学序説』（岩波書店、２００８）＊原刊１９７７

◎橋本不美男『原典をめざして 古典文学のための書誌』（笠間書院、新装版２００８）
ふ み お

◎中野三敏『書誌学談義 江戸の板本』（岩波書店、１９９５。新装版２０１０）
みつとし

◯長沢規矩也『古書のはなし 書誌学入門』（冨山房、新装版１９９４）

◯ 同 『図解 書誌学入門』（汲古書院、１９７６）

◯ 同 『図解和漢印刷史』（汲古書院、１９７６）

◯川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（雄松堂出版、１９８２）

◯広庭基介・長友千代治『日本書誌学を学ぶ人のために』（世界思想社、１９９８）
ひろにわもとすけ ち よ じ

◯川瀬一馬著・岡崎久司編『書誌学入門』（雄松堂書店、２００１）
ひさ し

◯藤井 隆『日本古典書誌学総説』（和泉書院、１９９１）

◯諏訪春雄『出版事始 江戸の本』（毎日新聞社、１９７８）

◯今田洋三『江戸の本屋さん 近世文化史の側面』（平凡社ライブラリー、２００９）
こん た

＊原刊１９７７

◯週刊朝日百科 世界の文学８４『近世の出版文化』（佐藤悟編、朝日新聞社、２００１）

◯中野三敏『和本のすすめ 江戸を読み解くために』（岩波新書、２０１１）

◯ 同 『和本の海へ 豊饒の江戸文化』（角川選書、２００９）

◯ 同 『本道楽』（講談社、２００３）

◎林 望『増補 書藪巡歴』（ちくま文庫、２０１４）
のぞむ

＊『書藪巡歴』（新潮文庫、１９９８）に、『書誌学の回廊』（日本経済新聞社、１９９５）

の一部を合わせ収めたもの。

◯橋口侯之介『和本入門 千年生きる書物の世界』（平凡社ライブラリー、２０１１）
こう の すけ

＊原刊２００５

◯ 同 『続和本入門 江戸の本屋と本づくり』（平凡社ライブラリー、２０１１）

＊原刊２００７

◯ 同 『和本への招待 日本人と書物の歴史』（角川選書、２０１１）

◯渡辺守邦『表紙裏の書誌学』（笠間書院、２０１２）

◯横山 重『書物捜索』全２冊（角川書店、１９７８）
しげる

◎『書誌学展図録』（慶應義塾大学附属研究所斯道文庫編刊、２０１０）＊開設５０周年記念

◎『岩瀬文庫の１００点』（西尾市岩瀬文庫編刊、２００８）＊創立１００周年記念特別展図録
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付）書誌用語概説

基本的な書誌用語を紹介する。記述にあたっては、適宜『日本古典籍書誌学辞典』や『和書

のさまざま』ほか多くの先行文献を参照したが、簡潔を旨とした。

◆奥書（おくがき）

書物の最後に記された、その書物の成立事情等を書き留めた文章。「本奥書」（ほんおくが

き）と「書写奥書」（しょしゃおくがき）などがある。

◆識語（しきご）

書物の成立事情等に関わらない、後人によって記された文章。「奥書」とは異なり、書物の

どこにでも記される。

◆刊記（かんき）

刊本の、多くは巻末に付された刊行年月と書肆（多くは住所を併記）を刻したもの。
しよ し

◆奥付（おくづけ）

刊本の刊記部分を、後ろ表紙の見返しに刻したもの。江戸後期に多い。複数の書物に流用

されることが多いので注意を要する。

◆蔵書印（ぞうしょいん）

所蔵者が、その所有を示すために押捺した印記のこと。朱文による長方印または方印が一

般的だが、白文や墨文、稀に藍文・緑文もあって、その意匠はさまざまである。

◆絵入本（えいりぼん）

絵を伴った写本と刊本の総称。文を主体としたものに対して使用する。

◆絵本（えほん）

絵のみ、もしくは絵を主体とした写本と刊本の総称。奈良絵本などの写本に対しても使わ

れるが、特に江戸期に刊行された墨印や多色摺りの刊本に対して使用されることが多い。

◆装訂（そうてい）

書物の仕立て方や製本の仕方のこと。「装幀」は誤用、「装釘」は宛て字で、「装訂」を使う

べきだとする長澤規矩也説に従う。
き く や

◆料紙（りょうし）

書物の本体部分に用いられた紙のこと。

◆表紙（ひょうし）

書物の本文を保護するために、その外側に付されたもの。

〈以 上〉


